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Ｐ１６９ 章末問題 

１．（１） 

 

 

（２）    

 

 

 

２． 

   （１）∠ｘ＝９０－４０＝５０° 

         ∠ｙ＝４０×２＝８０° 

 

   （２）４０°÷２＝２０°     ２０＋１５＝３５° 

 

   （３）１８０－４０＝１４０   １４０÷２＝７０° 

         １８０－８０＝１００   １００÷２＝５０° 

                                 ７０－５０＝２０° 

 

３．（１）四角形は同じ円周上にある。 

         ∠ｘ＝１８０－６０－７０＝５０° 

 

（２）∠ｘ＝６２÷２＝３１° 

 

 

 

 

（３）     

 

４． 

（Ａ，Ｅ，Ｐ，Ｄ）  ＡＰを直径とする円周上にある。 

 

     （Ｅ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）  ＢＣを直径とする円周上にある。 

 

５．ＡＢをむすぶ。∠ＢＡＣ＝３６０÷５＝７２   ７２÷２＝３６° 

                  ∠ＡＢＥ＝３６° 

    一つの外角はその隣にない二つの内角の和に等しいので 

                  ∠ｘ＝３６＋３６＝７２° 

 

 

 

中心角は ３６０×
２

３
＝２４０ その円周角なので ２４０÷ ２＝１２０°

中心角は ３６０×
２

５
＝１４４ その円周角なので １４４÷ ２＝７２°

∠ｙ＝
１８０－６２

２
＝
１１８

２
＝５９°

∠ｘ＝３６０－９０－９０－１４０＝４０°
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６．△ＡＢＥと△ＢＤＥにおいて 

 

仮定より∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＥ 

    円周角なので∠ＣＡＥ＝∠ＤＢＥ 

    よって∠ＢＡＥ＝∠ＤＢＥ 

 

    また∠ＡＥＢ＝∠ＢＥＤ  （共通） 

    以上により２組の角がそれぞれ等しいので 

    △ＡＢＥ∽△ＢＤＥ 

 

７．△ＡＣＤと△ＡＥＦにおいて 

    弧ＡＢに対する円周角なので  ∠ＡＣＤ＝∠ＡＥＦ 

    同様にして                  ∠ＡＤＣ＝∠ＡＦＥ 

      以上により２組の角がそれぞれ等しいので 

    △ＡＣＤ∽△ＡＥＦ 

 

８．ＡＯを延長して直径ＡＢをとる。 

    Ｎ，ＯはＡＯ，ＡＢのそれぞれ中点なので中点連結定理より 

    ＮＯ∥ＱＢ 

    よって∠ＡＮＯ＝∠ＡＱＢ  （錯角） 

    ところが∠ＡＱＢは直径に対する円周角なので９０° 

    よって∠ＡＮＯ＝９０° 

    同様にして∠ＡＭＯ＝９０° 

    よって円周角の定理の逆により４点Ａ，Ｏ，Ｍ，Ｎは同位置円周上にある。 


